
２月２５日（金）、ちょっと早い”あいあい”ひなまつりが開催されました。 会場

には35組の親子が集合、あいあい卒業生の母親の田中さんからのクッキーの差し入れ

もありました。 さらに FMアップルの豊平マイタウンの収録となったのですが、 

豊平区健康子ども課の山本早苗さんや中の島児童会館の高橋館長も訪れ、大変にぎ 

やかな一日となりました。 

３月１９日（土）、平成22年度地区連 

行事の最後を飾って第32回中の島地区お 

としより演芸会が開催されました。 

 冒頭に東北関東大震災の被災者の皆さん 

に見舞いの言葉が述べられ、犠牲者の方の 

ご冥福を悼み黙とうが行われました。 

 各老人クラブの出し物は合計49、合唱・詩吟・舞踊・民 

謡・ハーモニカ＆キーボード演奏・カラオケ・マジックと多種 

多様に披露されました。 各クラブが日頃切磋琢磨した演目が 

次々と繰り出され、爆笑あり、涙あり、哀愁ありで来場者一同 

十分に楽しめたようです。 

 今回は特別に北海道尚志学園高校の吹奏楽部の生徒 

10人（男子4人、女子6人）が昼食時に合唱してくれ 

ました。曲目は「ふるさと・やしの実・春・上を向いて 

歩こう」の4曲でした。これは会場の皆さんへの元気付 

け、感動の意味とともに東北・ 

関東大震災の被災者へのメッセ 

ージも込められていたのでしょう。 

会場からはより一層大きな拍手が送られました。 

 中の島児童会館に１０年間勤務し、子ども達

を見守り育ててくれた高橋館長が青少年女性活

動協会事務局（ちえりあ内）に異動となりまし

た。これまでの尽力に感謝するとともに今後も

健康に気をつけて頑張ってください。 
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中 の 島 地 区 連 合 町 内 会 ニュース 
第49号 

 昨年来、札幌では不気味な直下型地震がたびたび発生していましたが、2011年 3月 11日に発生
した東北関東大震災は町を 24m の津波が襲うなどして未曾有の大惨事になりました。皆さんも東

北・関東方面の親類と連絡が取れずやきもきしたことと思います。 いざ災害に直面すると『情報

連絡手段』『避難場所と資材』『食糧と水』の重要性を再認識します。 東北関東の皆さんの一日も

早い復興と犠牲になった方々のご冥福をお祈りいたします。 

藤田相談役挨拶  
馬場社会福祉協議会  

事務局長  尚志学園高等学校吹奏楽部  



問合わせ先 中の島まちづくりセンター 中の島１条４丁目９－４ ℡821－5841 

３月４日（金）、日頃地域の介護 

予防事業に取り組んでいる 

①介護予防センター    ②地域包括支援センター 

③社会福祉協議会     ④福祉のまち推進センター 

⑤民生委員・児童委員協議会 

各団体による報告会、意見交換会が開催されました。 

この中で、中の島地区の65歳以上高齢率は20.8％と豊平区の地区の中では第4位ですが、一人暮

らし率は41.2％と最も高いことが報告されました。それにもかかわらず、要介護者は9.9％と豊平

区第4位なので他の地区に比較すると健康な老人が多いと分析されます。 

お年寄りがスポーツや趣味、習い事に熱中し元気になることで介護予防事業をより進展させたいも

のです。会議の中ではこのような会議を上半期に1回、2回目の開催はその後に議論することが提案

されました。 

３月１５日（火）、 

平成 22年度西地区（平岸・ 

中の島）除雪連絡協議会（第2回）が中の島会館で実施されま 

した。 

豊平区維持管理課からは気象の説明があり、北区、東区、厚別 

区は平年より多い降雪量だったが豊平区、南区は平年の86％～ 

92％と実は少雪であったことが分かりました。 

 参加者からは札幌市の除雪費が減っているのではないかとの質問 

がありましたが、市の予算は右肩下がりですが除雪費は10年間変 

わっていない旨も回答がありました。 

 さらにパートナー排雪の町内会負担を軽減してほしいとの申し出 

がありましたが、幅員10ｍ以上の道路は市負担、10m未満は折半 

となっており、地元には391,500 円/ｋｍの負担を頂いており、地元：市の負担割合は2：8 とな

っており、地元にとって大変有益な事業である旨が説明されました。 

３月１１日（金）14：46に未曾有の大災害が発生しました。日本建国以来の危機的状況となりま

したが、国民一丸でこの難局を乗り越えたいと思います。日本赤十字社では義援金口座を開設してい

ますのでお知らせします。 

なお、義援金等の活動について札幌市のHPでも案内しています。 

【郵便振替】（振り込み手数料免除） 

口座番号 「00140-8-507」 

口座名義「日本赤十字社 東北関東大震災義援金」 

免税対象となりますので半券は保存願います。 

また、中の島まちづくりセンター（☎821-5841）でも義援金の受付を行っています。 

 
           
                
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 

 
  

  
  

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
      

  ４月２５日（月）   中の島地区町内会連合会総会          １８：００～ 
  ４月２９日（金）   精進川清掃（親子ふれあい清掃）         ９：３０～ 

                           （親子）１０：３０～ 
 
 

中の島魅力ある地域づくりの会ホームページ  http://www.nakanoshima.jpn.org/ 

まちづくりセンター事務所前  


